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唐津伊万里道路（唐津千々賀山田ＩＣ～北波多ＩＣ）
か ら つ ち ち か や ま だ き た は た

開通後の整備効果について【約半年後】

西九州自動車道唐津伊万里道路の唐津千々賀山田ＩＣ～北波多ＩＣ間
か ら つ ち ち か や ま だ き た は た

（延長３．５㎞）が平成２５年３月２３日に開通し、同年４月１０日及
び５月３１日に開通後の交通状況等をお知らせしたところです。

今回、開通約半年後の交通状況と開通に伴う整備効果をとりまとめま
したのでお知らせします。

【開通区間の状況】
利用が定着●西九州自動車道の

今回開通区間の交通量は12時間あたり3,520台であり、開通直後
315台（伸び率1.1）増加の3,205台から

【開通に伴う主な整備効果】
●特産品の品質確保が図られ地域産業を支援！

伊万里市の特産品である「伊万里梨」の輸送において、今回開通区
い ま り な し

荷傷が少なくなるこ間の利用により走行性が向上し、横揺れによる
とで品質確保が図られ地域産業を支援

●交通の転換により交通事故が減少！

国道２０２号の交通交通が西九州自動車道へ転換したことにより、
事故件数が約９割減少

●アクセス性向上により定住人口が拡大！

約６割の方が唐津伊万里道路への北波多ＩＣ付近の分譲地購入者の
き た は た

としています。アクセス性の良さを購入理由の一つ

問い合わせ先
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ＴＥＬ：０９５２－３２－１１５１（代表）

技術副所長 甲斐 浩己 （内線２０４）
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計画課長 松尾 佳久 （内線２６１）
ま つ お よ し ひ さ



○ 今回開通区間（唐津千々賀⼭⽥IC〜北波多IC間）の交通量は12時間あたり3,520台で、開通直後の3,205台から315台
（伸び率1.10）増加しています。

○ 今回開通区間の利⽤により、並⾏する国道202号の交通量は開通前の12,272台から9,505台と約3千台へ減少（伸び率
0.77）しており、混雑度も低下しています。

⻄九州⾃動⾞道の利⽤が定着！開通区間周辺の交通状況

断面Ａ

調査日：開通前 ：H25.3.19（火）
開通直後 ：H25.3.28（木）
開通半年後：H25.9.18（水）

▲ 国道202号・唐津伊万里道路の交通状況（断面Ａ） 1
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▲ 横加速度調査結果（⻄九州道ルート、国道202号ルート） 2

○全国的にも有名な「伊万⾥梨」は、全国２位の果樹⾯積を誇っています。
○伊万⾥梨の出荷先は、京浜・中京・京阪神等の⼤都市圏や九州内各地へトラックにて陸送されています。

○伊万⾥梨の出荷時は、振動・温度・湿度
などが品質の確保に重要であり、出荷時の
到着時間や振動による荷傷などは、価格
に⼤きく影響します。

○唐津伊万⾥道路の供⽤により、速度向上
による輸送時間の短縮、線形不良箇所を
回避し、規格の⾼い道路を通⾏することで
振動の影響も⼩さく、荷傷が少なくなるこ
とで品質の確保が図られます。

近年では他の梨の産地との
競争も厳しく、輸送時間短縮
による鮮度の維持は⾮常に重
要です。

また出荷や荷積みの時間に
余裕ができるため、荷痛みなど
も未然に防ぐことができます。

JA伊万⾥ヒアリング結果より

⾛⾏性の向上により品質の確保が図られ地域産業を⽀援！地域産業の⽀援
全国２位の果樹⾯積を有する伊万⾥梨！
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揺れの少ない唐津伊万⾥道路の利⽤で品質確保！



3.0%

7.6%
68.2%

7.6%

7.6%

1.5%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20-H23の

事故類型

追突

横断中

正面衝突 出会い頭

右折

工作物衝突

その他

3

▲ 国道202号の交通事故発⽣状況
(唐津市千々賀交差点〜徳須恵上交差点)

○今回開通区間に並⾏する国道202号（唐津市千々賀交差点〜徳須恵上交差点間）の開通後の6ヶ⽉（Ｈ25.4〜Ｈ25.9）間の
交通事故件数は１件。これは過去４年間（Ｈ20〜H23）の事故発⽣件数と⽐較すると、約9割減少（8件/6ヶ⽉→1件/6ヶ⽉）
しています。

○道路整備により交通安全性が向上しています。

交通の転換により交通事故件数が９割減少！安全性の向上へ寄与

●国道202号の交通量が⻄九州⾃動⾞道へ転換し、国道202
号の追突事故等の危険性が低減！

今回の開通により並⾏する国道202号の交通安全性が向上！

▲ 国道202号の交通事故類型（H20-H23）
参考：国道202号の交通事故（1件）類型：追突(H25.4〜9)
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4▲『ニュータウンちぐさの』の転⼊状況

○『ニュータウンちぐさの』に新たに⼊居され
た⽅の約４割は唐津市外からの転⼊
者です。

○唐津市の⼈⼝は近年減少傾向にある
ものの、道路整備が唐津市の定住⼈
⼝拡⼤が期待されます。 ▲ ⼟地購⼊者からの声

⼟地購⼊者の約４割は唐津市外からの転⼊者

▲⼟地購⼊理由におけるインターの近さ要因
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あまり

関係ない

北波多ICが開通した事により福岡が⾝近に感じる様になった。
（伊万⾥⽅⾯の）開通を⼼待ちにしています。

福岡在住の⼦供が帰宅するのに便利になったと喜んでいる。
伊万⾥まで開通すれば伊万⾥が買物圏内となり買物選択
肢が増えるので整備は早いほうが良いです。

今までよく⽷島まで買い物に⾏っていましたが、北波多ＩＣの
おかげで気軽に⾏く事が出来てすごく便利です。
伊万⾥⽅⾯への開通が楽しみです。

※アンケート調査結果より（H25.10調査）

至
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○唐津市北波多地区に新たに整備された⼟地分譲地の
『ニュータウンちぐさの』は、唐津伊万⾥道路の整備により
福岡市街地等へのアクセスが⾼くなります。

○また、⼟地購⼊者の約６割の⽅が、唐津伊万⾥道路
（北波多IC）へのアクセス性がよい事を購⼊理由の⼀つ
としてあげられています。

○将来的には唐津伊万⾥道路の延伸により伊万⾥市街地
へのアクセス性も向上し、更なる利便性の向上が期待され
ています。

アクセス性向上により定住⼈⼝が拡⼤！定住⼈⼝拡⼤の⽀援
唐津伊万⾥道路の整備を⼟地購⼊理由の1つと
した⽅は、⼟地購⼊者の約６割！

▲ 主要地域までの所要時間の変化

●『ニュータウンちぐさの』は北波多ICまで約２分の位置に⽴地！
道路整備により主要地域までのアクセス性が向上

●道路整備により主要地域までのアクセス性が向上し、今後の延
伸で更なる利便性の向上が期待されています。

※ H22道路交通センサスによる算出
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【地点２：西九州自動車道本線】
浜玉IC～唐津IC
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(伸び率1.08)

【地点10：(主）唐津北波多線】
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【地点３：西九州自動車道本線】
唐津IC～唐津千々賀山田IC
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313台増加
(伸び率1.07)

※グラフ内の伸び率は開通後②を1とした時の開通後③の比率

調査日 開通前 ：平成25年3月19日（火）
開通後①：平成25年3月28日（木）【開通5日後】
開通後②：平成25年5月21日（火）【開通59日後】
開通後③：平成25年9月18日（水）【開通179日後】

5

参考：開通区間周辺の交通状況

【地点４：西九州自動車道本線】
唐津千々賀山田IC～北波多IC
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【地点９：国道202号】
唐津市千々賀交差点～徳須恵上交差点
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【地点１：西九州自動車道本線】
二丈鹿家IC～浜玉IC
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【地点５：国道202号BP】
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【地点７：国道202号】
川原橋交差点～唐津市千々賀交差点
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